
2025年

時 期 ４年Ａ巡 単元 実習 教科名

2024年4⽉1⽇

総時限 40時限 髙濱
必要時限 40時限 佐藤
 指導教員の実務経験 該当 非該当

　
　④効率的な作業⼿順を考え、実施できるようになる。
　⑤ＰＣにより整備要領書（ＥＳＭ）、部品（ＦＡＳＴ）の検索が出来るようになる。
　⑥MMSに点検結果から予測される次回点検⽇、メンテナンスに関するアドバイスが記入できるようになる。

  　　　７０点以上で合格
　２）出題試験項目
　　１．実技試験　
　　　①法定⼀年点検整備作業
　　　②上記作業中に不具合箇所を⾒つける（5,6箇所程度設定）
　　　③点検整備記録簿に点検結果を記入する（不具合箇所は復元したものとして記入）

 準備学習
　保安基準等の法規について事前に復習をしておく

 授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　１）履修試験での学習評価　　実技試験　１００点にて総合評価する。
 学習評価（期末試験での主な試験項目）

⼀級⾃動⾞⼯学科

科 目 評価実習 教科書等
持参品

発⾏⽇

教科担当　⼿持ち⼯具

定期点検Ⅰ

授業計画

　定期点検作業要領書
　法令教本

⾃動⾞整備⼠として、⾃動⾞の定期点検の経験ある教員により定期点検基準に則った指導をする。

　①確実な新⾞点検及び法定1年・2年点検作業を⾝につける

　①1年/点検を設定時間内に安全、確実に出来るようになる。
　②点検中に不具合箇所を発⾒できるようになる。
　③点検整備記録簿を正確に記入できる
　③点検整備記録簿を正確に記入できる

 教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　②時間を意識した正確な作業ができる
　③定期点検に付随する整備作業を正確にこなせるようにする



時 期 単元 教科名

 教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量
1 E12（ノート）NA 2
2 E12（ノート）スーチャ 2
～ HE12（ノート） 2
17 　⼀年点検の習熟、作業⼿順書の作成 E13（ノート） 2
18 試験（ベルト脱着） C11（ティーダ） 2
19 ⾞両入れ替え（移動、洗⾞、入れ替え） NV100 2
20 T31、T32（エクストレイル） 2
～ Z34（フェアレディZ） 2
34 　⼀年点検の習熟、作業⼿順書の作成、タイヤチェンジャ、ホイールバランサ PC 8
35 試験（タイヤチェンジャ、ホイールバランサ） コンサルト 8
36 　⼀年点検の習熟（⾞種問わず） 作業台
37 　⼀年点検の習熟（⾞種問わず） パーツ台（ステン）
38 期末試験（⼀年点検） パーツ台（紫）
39 期末試験（⼀年点検） フェンダーカバー
40 期末試験、⾞両修復、⽚付け グリルカバー

リフト
CO・HCテスタ
オイル・バケット
ブレーキ・フルード
他　常備⼯具（エアツール等）
1年/2年点検整備記録簿
MOS・MMS
※整備科借⽤⾞両はその時期
　空いている⾞両を使⽤

⼀級⾃動⾞⼯学科 2025年 授業計画

４年Ａ巡 実習 定期点検Ⅰ

  授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

　実習導入、概要説明。
　⼀年点検の習熟、作業⼿順書の作成
　　※3時限ごとのローテーションで5⾞種の作業を実施していく

　⼀年点検の習熟、作業⼿順書の作成、タイヤチェンジャ、ホイールバランサ
　　※3時限ごとのローテーションで5⾞種の作業を実施していく



2025年

時 期 ４年Ｂ巡 単元 実習 教科名

2024年4⽉1⽇

総時限 ４０時限 髙濱
必要時限 ４０時限 佐藤
 指導教員の実務経験 該当 非該当
⾃動⾞整備⼠として、⾃動⾞の定期点検の経験ある教員により定期点検基準に則った指導をする。

　①確実な法定１年点検及び法定２年点検作業を⾝につける。

　①１年および２年定期点検を確実に実施できる。
　②点検中に不具合箇所を発⾒できる。
　③点検整備記録簿を正確に記入できる。
　④効率的な作業⼿順を考え、実施できる。
　⑤ＭＭＳに点検結果から予測される次回点検⽇、メンテナンスに関するアドバイスが記入できる。

 教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

　②時間を意識した正確な作業ができる。

⼀級⾃動⾞⼯学科

科 目 評価実習 教科書等
持参品

発⾏⽇

教科担当　⼿持ち⼯具

定期点検Ⅱ

授業計画

　定期点検作業要領書
　法令教本

　定期点検内容及び保安基準について復習をしておく。

 授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

　１）履修試験での学習評価　　実技試験　１００点にて総合評価する。
 学習評価（期末試験での主な試験項目）

  　　　７０点以上で合格。
　２）出題試験項目
　　１．実技試験　
　　　①法定⼆年点検整備作業。
　　　②上記作業中に不具合箇所を⾒つける（５、６6箇所程度設定）。
　　　③点検整備記録簿に点検結果を記入する（不具合箇所は復元したものとして記入）。

 準備学習



時 期 単元 教科名

 教科書、資料、備品類
時限 資料、備品類 数量
1 　Z34　フェアレディ 10

　作業台 13
　パーツ台（ステン） 10
　パーツ台（紫） 3

35 　フェンダーカバー 13
36 　グリルカバー 13
37 　リフト 13
38 　ＣＯＨＣテスタ 10
39 　オイル・バケット 5
40 　教材⾞両（修復⾞両） 各種

　ＭＯＳ、ＭＭＳシート

　期末試験　１。

　⾞両修復、⽚付け　１。

　期末試験　２。
　期末試験　３。
　期末試験　４。

　⾞両修復、⽚付け　２。

　導入、概要説明。
　⼀年、⼆年定期点検整備の習熟　１ー４９。

  授業概要（時限ごとの主な授業内容）
主な授業内容

2
ー34

　　習熟を図る。
　※体験実習の経験を元に多⾞種⾞両をローテーションを⾏い作業の

⼀級⾃動⾞⼯学科 2025年 授業計画

４年Ｂ巡 実習 定期点検Ⅱ

　１年、２年点検整備
　記録簿

　他　常備⼯具
（エアツール等）


